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トラムライン潤土直播栽培

1. はじめに

我が国の稲作は，昭和40年中頃から田植機・自

脱コンパインの普及により大幅な省力化と安定性

を達成した。しかし，今日の稲作は引き続き米の

供給過多基調が予想される中，ガットウルグアイ

ラウンド合意に基づく米の部分的解放，食糧管理

制度の改革等によりかつてない厳しさに直面して

いる。このため，大規模経営体による飛躍的なコ

スト低減が可能で，担い手にとっても魅力的な従

来の稲作技術の枠組みにとらわれない革新的な技

術開発が強く求められている。

移植栽培と比較して，多労な育苗・移植作業が

省略できる水稲の直播栽培は，施設費と労働費の

大幅な節減と省力化が期待できること，大型化・

高能率化が容易であること，また，同一品種であ

っても成熟期が移植栽培より遅れるため，収穫期

間を延長できる等々の理由から，大規模経営向き

の技術として関心が益々高まっている。しかし，

我が国における普及面積は，全作付け面積の 1%
にも満たない。これは，初期生育が不安定になり

やすく収量性も劣ること，作業期間や天候に対す

る制約も移植栽培に比較して大きいこと，省力・

低コスト効果もそれほどでもないなどの理由によ

る。直播栽培は，湛水直播と乾田直播に大別でき

るが，我が国で普及しているのは，大部分が如i状

態、で播種して苗立ち後湛水する乾田直播である。

この方法は，湛水による保温効果が得られないの

で初期生育が劣ること，代かきをしないため，漏

水の激しい水田では適用できないこと，さらに

は，播種時の土壌条件・天候により作業が左右さ

れる等の問題がある。湛水直播は，上記の問題は

少ないが播種深度が浅いため，倒伏しやすいとい
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う欠点があり，これを克服するために種子に酸素

発生剤をコーテイングして，種子を土壌中に播種

する湛水土壌中直播も開発されたが，省力性とコ

スト低減が十分でないため，広く普及するには至

っていない。

北陸農業試験場で開発中の潤土直播技術システ

ムは，これらの問題点を克服するため，

①大区画水田に対応した高能率・省力作業である

こと，

②天候に左右されない全天候対応型であること，

③出芽促進のために特別な資材を必要としないこ

と，

の 3点を満たすことを目標に作業技術，栽培技術

の両面から直播技術を総合化したものであって，

単なる播種技術や播種前後の管理法をし、うもので

はない。

2. 潤土直照研究の経過

j閏土直播とは，代かき後落水した田面に浸漬・

膨化した種籾を10a当たり 7'"'-' 10kgの高密度に散

播し，苗立ちまで 2'"'-'3週間落水状態に保ち苗立

ちの安定化を図り，播種や農薬・肥料散布を水田

内に一定間隔で設けた走行路から，乗用作業で行

うものである。このため，表面播種で問題となる

たこ足苗や浮苗の発生を防ぐことができる。この

場合水回全面の完全な落水が均一な出芽を得るた

めの条件となるが，作業用の走行路は溝型になっ

ているため，これが圃場内小明渠として機能し，

大区画圃場での用排水を改善する。

このように潤土直播技術システムの開発は，北

陸地域の土擦や気象条件にあった新しい直播栽培

技術だけではなく，大区画水田を利用した大規模

稲作に対応した省力作業技術を総合化した新稲作
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技術システムの構築を目標に行われてきた。北陸

農業試験場におけるこれまでの経過を簡単に述べ

る。

1988年から栽培生理研究室では，高密度散播方

式による水稲の湛水直播栽培研究を行っていた。

1989年に機械施設研究室では，水稲生育期間中も

水田内に走行路を設け，乗用トラクターを乗り入

れて播種，農薬散布，施肥を行う新しい農作業方

式による水稲の散播直播栽培の研究を開始した。

その後両研究室の共同研究により 1990年には，高

密度散播と落水出芽方式による潤土直播栽培技術

の基本的な枠組みが解明された。

1991年には，総合研究チームによって当場内に

200 m X50 mの大区画圃場が整備され，場内にお

いて大区画圃場を対象とした作業技術体系試験が

可能となったので， 1992年から総合研究チームと

機械施設研究室が共同して潤土直播作業技術体系

試験を開始した。

1993年からは，全国的な農水省のプロジェクト

研究「地域総合研究J (現在は，地域先導研究と

改称〉が開始され北陸農業試験場では， I平坦水

団地帯における大規模米生産システムの確立」を

担当することとなり，潤土直播技術を生産システ

ムの基本技術として取り上げ，総合研究チームを

中心に経営関係研究室を含む場内水稲関連 9研究

室からなるプロジェクトチームを編成し， 5カ年

計画で研究を実施することとなった。

1994年度からは，場内水田に加えて，新潟県中

頚城郡頚城村で最先端の困場整備が実施された大

区画圃場 (142m X80 m，農道旋回方式〉におい

て， Iトラムライン潤土直播技術体系の確立」の

現地試験を開始し，今日に至っている。

3. 潤土直播の基本技術

潤土直播は繰り返し述べてきたように単なる栽

培法だけでなく，新しい稲作生産システムの開発

を目標に研究してきた。ここでは，まず基本とな

るいくつかの技術の解説をする。

(1)定幅散布機

潤土直播作業技術の中心は， 20馬力クラスのト

ラクターに直装する作業幅10mの定幅散布機であ

る。この散布機 1台で，播種，施肥，農薬散布作

業の一切を行う。

現在標準となっている水田区画の大きさは 100

mX30mの30a区画である。ここでの施肥や農薬

散布は，背負い動力散布機による畦畔からの歩行

図 1 定幅散布機と潤土直播栽培水稲

作業が主である。作業の高能率化のために現在盛

んに整備の進められている大区画圃場では，これ

らの畦畔からの作業が不可能となり，泥田中の歩

行作業を強いられるが，著しく過酷な作業であ

り，大規模稲作で長時間実施することはできない

であろう。そこで，水田内乗用作業機として， ト

ラクターに直装する作業幅10mの水平多口噴頭式

散布機 (定幅散布機)を開発することにした。

定幅散布機は，現在も機械施設研究室において

開発改良中であるが，現在，潤土直播作業に使用

している機械の概要を紹介する。定幅散布機は，

図 1に示したように背負い式動力散布機を送風源

にし，長さ10mの両端をふさいだプラスチ ックパ

イフ。からなる多口噴頭，資材タ ンクおよび調量機

構を 3点リ ンク ヒッチ付フレームに装備したもの

である。

種籾や肥料・農薬は左右 5mのノfイプの中を空

気輸送され， パイプに穿たれた噴口から下方へ散

布される。資材の容量は60~ 'X. 2台で約 120kgの肥

料を積み込むことができる。散布量の調節はモー

ター駆動の横溝口ールの回転数を調節して行う

が，散布対象に応じてha当たり 100--200kgになる

種籾，肥料の大量資材用と， 30--40kgですむ農薬

の少量資材用との 2種類のロールを用 意 してい

る。定幅散布機による播種や肥料農薬散布は，背

負い式動力散布機による作業と同様， 1人作業が

可能であり， 1 ha当たり所要時間は30分から 1時

間である。現在，散布資材に関係なく約30分以内

に行うことを目標に改良を続けている。
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定幅散布機の開発は，①快適で高能率なワンマ

ンオペレーションが可能な機械であること。②精

度の高い作業が可能であること，および③風に強

い作業が可能なこと(天候依存性の軽減)，を目

標に行っている。①に関しては，乗用化による水

田内歩行作業の解消とともに作業者への農薬被爆

に対する安全性を重視して農薬は粒剤使用を原則

とし，散布機は後方装直の下方散布方式とした。

粒剤は液剤と比較して混合散布する場合の難しさ

があるが，最近では粒剤であっても殺菌剤と殺虫

剤の混合剤が販売されているので，混合剤を利用

した防除体系を指向している。②および③に関し

ては，調量機構を精度の高い電動横溝口ール式に

したこと，および両端をふさいだ水平多口パイプ

噴頭式にした。吹き流し方式の噴頭は，簡単な構

造で広い作業!隔を得ることができるが，散布精度

は風による影響を強く受ける。また隣接した田へ

の資材のドリフトも当然、大なり小なり生じる。他

方，両端をふさいだ多口パイプ噴頭の場合，散布

は噴頭から直接下方に行われるので，風による影

響を受け難く，散布幅もパイプの長さにほぼ等し

くなるので隣接田への影響もほとんどないと考え

られる。実際，開発した定幅散布機は，種もみ・

除草剤とも風速約 6m/sの条件下でも均一な散布

が可能であることが実証されており，大規模稲作

での計画作業に対応できる。一方，背負い動力散

布機の使用に当たって，農薬では風速約 1m/s以

下，粒状肥料では約 3m/s以下の条件で行うこと

とされている。

定幅散布機は， トラクターのアタッチメントと

して開発されているので， 20馬力クラス以上のト

ラクターであれば機種を問わず使用可能である。

しかし，圃場を必要以上に損なわないことや出穂、

期前後に作業することもあることから， トラクタ

ーが稲体を押し倒すことによる損傷を防ぐため最

低地上高が50cm程度の20馬力クラスのハイクリア

ランストラクターを用いることとしている。これ

までの試験結果では， トラクターの走行で稲体は

なびくが，すぐに回復し，特に問題は生じていな

し、。

(2)トラムラインの造成

我が国の水田園場整備は，水稲の生育期間中つ

まりは湛水期間中に大型機械が水田を走行・作業

することを前提にしていない。このため，北陸地

域に多い低湿重粘土水田はもちろんのこと，我が

国の大部分の水田において，生育期間中に乗用機

械が同一箇所を何度も走行することは困難である

と考えられる。乗用機械が水稲の生育期間にわた

って走行可能にするためには，水田整備基準を改

め，水回全面の地耐力を向上させる，あるいは超

低接地圧の特殊トラクターを開発する必要があ

る。しかし，いずれの方法も経済的のみならず技

術的にも困難が多いと思われる。潤土直播作業技

図 2 トラムラインの断面形状

土

安定化処理層

1200 

図 3 トラムラインの仕上げ作業状況

術体系では，湛水期間中の作業を全て定幅散布機

で行うもので，水田内におけるトラクター走行経

路は常に一定である。そこで， トラクターの走行

経路のみを強化することを検討した。この際走行

路は耕転・代かき作業や収穫作業に支障のない構

造にするとともに，大区画水田での圃場内小水路

としての機能を持つよう配慮した O

開発したトラクターの園場内走行路は図 2にそ

の断面形状を示したようにトラクターの轍に合わ
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せた 2条一対の地表面下20cmの溝型で，路面をセ

メント系地盤改良材で安定化処理しである。これ

はあたかも路面電車の線路のようであるので，こ

の走行路をトラムラインと名付けた。定幅散布機

を装着したトラクターは，このトラムライン上を

走るが，作土より下方にあるので耕転・代かき作

業は走行路に関係なく，通常どおりの作業が可能

である。

これまでに 2枚の大区画水田で 200m X 5対お

よび 142m X 8対のトラムラインを試験的に造成

した。造成の手順は，①走行路の位置決め，②ロ

ータリディッジャーによる溝掘り，③改造したラ

イムソワーで溝内への地盤改具材乃散布，④深耕

ロータリによる資材と土嬢の撹持・混合，⑤タン

ピングランマーによる鎮圧・成形，となる。ま

た，岡場の用排水機能を向上させるため， トラム

ラインは圃場の両端で取水口，排水口にそれぞれ

連結しておく。図 3に仕上げ作業中の状況を示し

たO なお，地盤改良材による安定化処理層は，耐

久性と経済性から幅30cm・厚さ20cmとした。地盤

改良材の混合割合は原土乾物重量比で12労とした

ので， 1 ha水田では20tの地盤改良材を使用し，

その材料費は約31万円であった。

地盤改良材によって安定化されたトラムライン

の地耐力増強効果は著しく，定幅散布機が 8回走

行した時の路面の沈下量(磨耗量〉は 2cm以下で

あり，引き続き耐久性を調査している。さらに，

トラムラインを造成した圃場では入水に要する時

聞が短くなることが確認されている。重粘土水団

地帯では，中干し時期に小排水溝を設け排水を促

進する溝切り作業が必要であるが， トラムライン

造成圃場では，この溝切り作業が不要になること

等，用排水路としての機能も大きい。

トラムラインの土性ごとの施工基準や耐久性の

解明が今後の課題として残されいる。また，造成

は，耕起前または収穫後の圃場が乾燥している時

期に行ヲ之とになるが，多雪や秋雨の多い北陸地

域の気象条件下で営農作業として実施するには困

難が伴う。将来的には，大区画水田園場整備の一

環としてトラムラインの造成が行われることを期

待する。

もちろiん低い地耐力の水田においても走行可能

で管理作業に使用可能な走行部を持つトラクター

の開発も今後の重要なー課題である。

(3)農道旋回作業方式

湛水期間中に乗用トラクターで作業を行い，水

田内で何度も旋回すると枕地での稲体の損傷や圃

場の損傷が大きくなる。旋回を農道上で行い，水

田内では直進作業のみを行う農道旋回作業方式

は，稲体や悶場の損傷がなく，また作業能率も向

上する。

北陸農試が現地試験を行っている新潟県頚城村

の閏場は最先端方式の酒場整備がされていると述

べたが，間場の両端とも農道旋回が可能な構造に

なっている。すなわち，用水側は支線農道に面し

ているが農道は20"'30cmと低く，田面との聞に傾

斜がつけてあり作業機の出入りが自由にできる。

他方は排水路を挟み隣の岡場と接しているが，排

水路は蓋がされているので，排水路上で機械の通

行・旋回が可能であり，さらに，排水路を乗り越

えて 2筆の園場を直進作業することも可能となっ

ている。

トラムラインと定幅散布機を組合せた作業法

は，このような農道旋回方式の圃場において，そ

の効果を発揮する。しかし，圃場整備が完了し，

新たに農道旋回式圃場への改良を行えない場合も

多いと考えられる。このような圃場への対策とし

て，北陸農業試験場では，闘場内農道とでもいう

べき考え方の導入を検討している。それは，国場

内の機械旋回部に暗渠施工をし，排水を促進する

とともに閏場の表面10cm程度にセメント系地盤改

良材を散布混合し，田面と同一標高のまま機械旋

回部の地耐力を強化する。従って，この部分は，

生育期間中は湛水状態、におかれるが原則として水

稲の作付けを行わず，この管理は，水田用除草剤

の散布またはロータリハローによってごく浅い代

かき等で行う。この圃場内農道方式は，農道旋回

方式と比較して設置が簡単であるだけでなく，そ

の維持管理もより簡易なものとなる可能性があ

る。圃場内農道は，水田の実作付け面積を減少さ

せるが，農道旋回方式も農道と園場の法面に約 2

cm程度必要であり，これらの管理経費や造成費等

も含めた経済性の比較を今後の課題として取り組

む予定である。
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(4) 潤土散播技術

潤土直播の特長は，①耕うん・代かき後落水状

態で，②浸漬膨化した種籾を10a当たり 7'"'-'10kg 

〈乾籾換算〉の高密度に，③定幅散布機で10m幅

に散播し，④落水状態で出芽・苗立ちさせること

にある。

北陸地域に分布する重粘土水田では落水しても

直ちに乾燥することは少なく湿潤な土壌状態が保

たれる。潤土直播の命名はここに由来している。

落水状態で出芽・苗立ちさせるので空気中の酸素

が利用できるので，苗立ちの安定化が図れる。ま

た，湛水状態、では，浮力が働くこと，根の土嬢中

への伸長が劣ることから，浮苗・たこ足苗が発生

しやすいが，落水状態ではそれが防止できる。

潤土直播では，水の保温効果が期待できないの

で，寒冷地では低温害の懸念がある。北陸農業試

験場のある上越市では， 5月以降は平均気温が約

15
0

Cを越え，苗立ち率も高いが，低温年には苗立

ち率が低下した O また，潤土直播は，湛水しない

ので鴨害にあう心配は少ないが，反面カラスやス

ズメ，鳩等の陸生の鳥による被害が懸念されるの

でこれらの鳥の密度の多い地域では注意が必要で

ある。

我が国の湛水直播は，種籾に酸素発生剤をコー

ティングして播種する。しかし，酸素発生剤のコ

ーティングは，手作業が多く長時間必要とする

他，種子の貯蔵可能期聞が 2'"'-'3日と短いため，

本田準備作業と競合する問題点があ 第 1表

る。大規模稲作経営への適応をめざ

j悶土直播

稚苗移植

は 7'"'-'10kgと述べたが，苗立ち数の目標を IIf当た

り200本としている。条播ではなく散播にした理

由は，条播では作業幅の拡大に伴い大型の機械が

必要となり自ずと限界がある，さらに専用の機械

を必要とする。これに対して，散播では，定幅散

布機を用いることにより小型で高能率な作業が可

能であるとともに，定幅散布機は，播種・施肥・

農薬散布の一貫利用ができるので，経済的にも優

れているからである。

(5)追肥重点施肥技術

これまで直播栽培では，いかに移植の稲の姿に

近づけるという努力がなされてきたように思われ

るが，高密度散播する潤土直播では，移植とは異

なる生育パターンをとる。すなわち，播種量が多

いので穂、数は早期に確保されるので，適繁茂防止

が重要である。このため，基肥量を少なくし，さ

らに生育中期の葉色を極端に落とし，その後の穂

肥で収量の安定化を図る施肥方法が良い。

追肥重点型の施肥法をとることで，第 1表に示

したように収穫期の稗長は移植より約 10cm短縮

し，倒伏の危険性が軽減されている。また，玄米

チッソ含有量が低く，高品質米生産の可能性が示

されている。

4. 大区画水田・潤土直播作業技術体系

(1)体系試験

1994年に北陸農業試験場大区画水田 (200m X 

50m) で行った定幅散布機を用いたトラムライン

潤土直播栽培の収量・収量構成要素

(椛木・金， 1991) (1) 

梓長 穂長 穂数 穎花数
登熟

千粒重 収量
歩合

cm cm 本/m2 粒/穂 X l03/m2 % g kg/lOa 

69.6 15.4 545 54.5 29.7 87.8 23.1 588 

82.5 17.5 398 81. 7 32.5 83.8 22.7 618 

す潤土直播では，手作業の回避と作

業競合の回避を重視して，コーテイ

ングしない種籾を用いることとし

たO また，潤土直播では，出芽時の

圃場の排水確保が重要で特に大区画

岡場では圃場の均平度が大きな問題

となるが，代かきとトラムラインに

よってこれを解決することとした O

注施肥は両栽培とも同じで、元肥4kgN /lOa、穂肥4kgN(2kgN x 2)/lOa 
とした

潤土直播は，これまでの直播と比較して， 2，....，_. 

3倍量の種籾を散播する。高密度に播種する利点

として，穂、数の確保が容易であること，散播で苗

立ちしたいスポットを減少できること，雑草の発

生を抑制できることの 3点が挙げられる。播種量

と農道旋回方式による潤土直播栽培を紹介する。

主要な作業についての所要時間を第 2表に示じ

た。雑草防除は，播種直後と入水後の 2回実施す

る。播種直後の雑草防除は，落水状態での粒剤散

布であり，圃場が高く乾燥しているところでは効
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第 2表 大区画水田「潤土直播」の播種，管理作業体系

〔トラクタ18PS+定幅散布機〕 1994年

作業名 月 日 ha 当 り 資材 ha当り作業時間

播 種 5.10 ゆ き の精 62.4分

77.7kg(乾籾換算)

雑草 防除 5.10 プッシュ粒剤 31. 3分

33.4kg 

雑草防除 5.31 ウルフエース粒剤 31.2分
40.0kg 

施 肥 5.31 塩加燐安 086 61. 5分

197.3kg 

防 除 6.16 トレボン半立剤 33.7分

29.6kg 

防 除 6.16 オリゼメート粒剤 26.7分

39.0kg 

施 肥 7.13 穂肥特 2 号 39.7分

185.1kg 

施 肥 7.21 穂肥特 2 号 38.2分

185.3kg 

防 除 7.21 フジワンモンカットキ立剤v 36.8分

38.8kg 

防 除 8. 4 アブロードパダン粒剤 38.2分

32.0kg 

収 穫 9. 7 (自脱コンパインCA475)

4時間38分28秒

北陸農業試験場・明治闘場内大区画水田 (200mX50m) 

果が落ちるので，除草剤散布後 2日程度はごく浅 めである。今後検討されよう。

水に保つ等の改善策nを検討している。施肥は，入 以上から， 1 ha大区画水田でめ圃場内作業時

水後と出穂前17日および 9日にチッソ量で10a当 聞は約20時間であり，潤土直播が水稲の高能率生

たり合計 7.5kgを施周した。この年は，高温のた 産技術となりうることが明らかにされたと言えよ

め出穂が早まり，その結果穂肥時期はやや遅くな う。なお，北陸農業試験場では，潤土直播栽培に

った。病害虫の防除は， 6月中旬にドロオイム おける種籾準備から収穫物の乾燥調製までの一切

シ，イネミズゾウムシの防除剤といもち病防除剤 の作業時間の合計の目標を 1ha当たり 50時間と

を散布し， 7月下旬にはいもち病と紋枯病を対象 している。これが達成されると， 3 ha以上の作

とした混合剤， 8月上旬にウンカ，メイチュウ， 付け規模農家の移植栽培作業時間に比較して， 5 

ツトムシ防除剤の散布と，合計 4回実施した O こ 分の 1以下のきわめて高能率な稲作技術となる。

の病害虫防除体系の他に，畦畔から進入するケラ (2)潤土直播営農モデル

やイナゴを対象とした額縁防除が必要であった。 団地化された大区画水田で，作付け規模 40ha.

収穫は 4条刈り自脱コンパインで行ったが， 10 オペレータ 2名を想定し， ~閏土直播を実践する営

a当たり収量 580kgの 1ha水田で約 4時間30分で 農モデルを策定した。そこでは，限られた機械装

あった。第 2表で， 5月の施肥作業時聞が 1時間 備で作期の拡大を図るために，水稲品種は早生20

余りであり， 7月には40分弱になっているのは機

械を改良した成果である。耕うん代かき作業時間

を記載していないのは，大区画水田用機械を用い

た耕うん代かき作業の実測値が得られていないた

haと中生20haを組み合わせることとし，機械装備

は， 2台のトラクターを中心に定幅散布機および

白脱コンパインのシンプルな構成とした。乾燥調

製は，全面的にカントリーエレベーターへ委託す
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第 3表 潤土直播栽培の作業技術体系(モデル)ω

作業期間 作業 作業 作業 期間内 人員(人) 延労働 光 拶L 動 力
日数 可能 可能 能率

作能業面積可作業種類 開始日 終了日 使用機械 日数 日数 時間 燃費、電力 使用量
率 基幹 補助 種類

月/日 月/日 日 % 日 h/ha h/ha Uh、kW kWh，t 

~~ 芭 11.1 3，15 135 ~~e:機 100 135 5.33 202.50 5.33 電 1.07 0.20 0.2 
消毒/催芽/浸漬 5.8 5.21 14 鳩胸催芽機 100 14 2.01 55.81 2.01 電 36.07 0.64 22.9 
畦 塗 4.1 4.4 4 畦塗機 73 1.14 21. 07 1.14 0.91 8.15 7.4 
土改剤散布 4.5 4.14 10 ラトイラムックソワー 73 1.36 41.18 2.72 経if 0.95 5.00 4.8 

0.7 

耕 起 4.15 5.10 26 トラクター、ロータリ2.0m 73 19 3.76 40.43 3.76 軽 2.63 12.94 34.1 
代 か 5.11 5.24 14 トラクター、ドライフ/¥ロ-3.6m 100 14 2.50 44.80 2.50 軽 1. 75 10.59 18.5 
播 種 5.12 5.25 14 散布機、 トラック 100 14 0.63 179.20 1. 25 軽if 0.63 2，25 1.6 3 

O. 

除草剤散布 5，13 5，26 14 散布機 73 10 0，63 96，00 0，63 軽 0，63 2，55 1.6 
基肥散布 6，2 6.15 14 散布機、 トラック 73 10 0.72 110，59 1. 45 軽if 0.72 2，55 '01..8 3 

追 ~E ① 7，18 7，31 14 散布機、 トラック 74 10 0.63 96.00 1. 25 軽if 0，63 2，55 1.6 3 
O. 

" ② 7.28 8，8 12 散布機、 トラック 74 0，63 86，40 1.25 軽カ‘ 0.63 2，55 1.6 3 
O. 

畦畔雑草刈り① 30 刈払い機 75 23 2.21 83，26 2，21 ガ 1. 33 0，47 0，6 

" ② 30 刈払い機 66 20 2.21 72，40 2.21 苛 1. 33 0，47 0，6 

" ③ 30 刈払い機 81 24 2，21 86.88 。2，21 苛 1. 33 0，47 0，6 
病害虫防除① 6，26 7，9 14 散布機 71 10 0.63 96.00 0，63 0，38 4，71 1.8 

" ② 8，5 8，18 14 散布機 74 10 0.63 96，00 。0，63 0，38 4，71 1.8 
4見 穫 9，9 10，07 29 自脱コンパイン 68 20 3.40 47，00 3.40 2.38 14，12 33，6 
制 運 搬 トラック 3.40 。3.40 ガ 12km/ha 2，4 
乾 燥 9，9 10，07 29 

カントリーエレベーター
100 29 

制すり調整 9，10 10.14 35 100 35 

水管理一般 10.00 。10，00 ガ 3，00 4'.00 12，0 

A 口 47，97 

注 1) 1 日の作業時間は 8 時間とした。ただし防除作業のみ 611;~ 聞とした。
(品種:早生20ha 酬量:540kg/l川2 )散布機はトラクタ搭載型多口噴頭散布機である。

3 )電;電力、軽;軽illJ、ガ;ガソリン。光熱動力の時間は実作業時間である。
中~t20ha ，540kg/l0a! 

ることとした。機械の仕様を決定するに当たって

は，各工程とも 1区画の処理時聞が最大でも 4時

間を超えないようにした。

この体系では，施肥・播種・農薬散布のすべて

をトラクターに直装する定幅散布機 1台で行うの

で，ほとんどの作業でワンマンJオペレァションが

可能となっている。

想定したモデルの所要作業時間は第 3表に示し

たように， 1 ha当たり 48時間とほぼ目標どおり

の結果が得られた。これを基に米生産費を試算し

てみると，第 4表に示したように，種苗費，農業

薬剤費は，高密度散播と粒剤体系の農薬使用のた

め，新潟県 3ha以上層の平成 4年度産と比較し

てかなり高くなっている。しかし，カントリーエ

レベターを利用しているが，作業関連コスト(賃

借料および料金，建物費，農機具費，労働費〉の

削減は決定的であり， I新潟 3ha以上」の43.7 

労まで低下している。さらに， 10 a当たりの費用

合計では33%に達する削減を実現しているが，想

定したモデルは，収量が若干低いために， 60kg当

たりの費用合計の削減は約30%となっている。

5. おわりに

潤土直播栽培システムは，将来型の稲作技術と

して大区画水田をベースにきわめて省力的でかつ
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第 4表 新しい技術体系の米コスト削減効果(4) 

新体系 新潟3ha以上

種苗費 3，500 (120.6) 2，902 

肥料費 5，793( 86.6) 6，686 

10 農業薬剤費 15，087(215.4) 7，004 

a 光熱動力費 1，036( 31.9) 3，244 

当 その他の諸材料費 2，144(100.0) 2，144 

た 土地改良及び水利費 15，194(100.0) 15，194 

り 貸借料及ぴ料金 14，400(241.2) 5，971 

生 物件税及ぴ公課諸負担 2，250 (100.0) 2，250 

産 建物費 2，133( 49.5) 4，305 

費 農機具費 11，406 ( 33.3) 34，259 

労働費 7，340( 20.3) 36，112 

費用合計 80，283( 66.9) 120，071 

10a当たり収量(kg) 540( 94.7) 570 

60kg当たり費用合計(円) 8，920( 70.6) 12，639 

資料:農林水産省「平成4年度米生産費調査」。
注1)比較対象とした「新潟3ha以上」は、新潟県・水稲作付3.0ha以上層

の平均、平成4年産である。
2) r新体系」の括弧内の数字は「新潟3ha以上」を100.0とした時の割合

である。

高所得を実現する生産システムであ

ることを示してきた。しかしこの技

術は，現在開発を進行中の技術であ

り，決して完成されたものではな

い。例えば，鳥害や定幅散布機を効

率的に運用するためのトラムライン

を備えた大区画水田の整備法等々の

残された課題も多い。さらに直播用

品種の育成や，肥料・農薬等の資材

も大区画水田作業に適応し易く改良

されることも必要である。それぞれ

の分野の関係者と協力して一日も早

い技術の確立に努めていきたい。
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